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　ここva　tsさめた内容は．国立国語研究所が「就学前児童の言語能力に関する全国

調査」として・昭和42年度に実施した「就学前児童の文字力の調査」結果の報告要旨

である。

　なお・・この調査の正式の報告書は下記の、ように公刊されているので・方法・結果の

詳細を知bたい場合・また・本調査の方法や諸データを引用される場合には・下記の

報告書を参照されたい。
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　　　調査の概要

　　「就学前児童の言語能力に関する全国調査」は・現代の就学前児童の言語能力とその習得の過程．

条件を全国的規模で明らかにし国語問題と国語教育との基礎的資料を提供Pt6・目的をもってtI昭

和42年度から5年計画で実施したものである。この調査研究は．　　　　　　　・　’＾・、

　（1）近年就学前児童の言語能力の形成過程は・：マスコミ特にテレビの普及によって大きぐ転換

　　　しているのではないか。　　　　’、

　（2）就学前の幼児期は・言語形成の時期として言語教育上きわめてたいせつな時期であるから．

　　この期のことばの習得過程を明らかにすることは重要である。

　（3）幼児期の教育のあ．b方が社会問題化されてはいるが，その基礎となるような・言語能力につ

　　いての実証的データがきわめて乏しい。

　（4）就学前児童の言語能力については・各地に部分的調査はあるが．発音・文字・話しことばのtt、

　　全般にわたる全国的な概観は得られていない。したがって，この期の言語教育を充実させるた

　　め．その種の資料を整備する必要がある。

という問題意識を背景にして行なわれたものである6

　5年間にわたって実施してきた調査の概要は，次のとts　bである。

　第1年次　　就学前児童の文字力の調査

　第2年次　　就学前児童の語い力の調査

　第5年次　就学前児童の語い．＊コミュニケーシ。ン能力調査

　　＊第5年次の語い力調査は・第2年次からの継続発展である。

　なts・第2年次・第3年次目の語い力調査．ならびにコミュニケーシ。ン能力調査はピすでに

昭和45年度・44年度va　tsいて本調査を実施ずみであb．現在補充調査をも加えながら，それら

．の分析整理をすすめている。本報告書に続いて・適当な時期にそれらについても公表していく予定

である。

　ここで報告する就学前児童の文字力の調査は・昭和42年度に実施したもので，調査の内容は大

別して次の二つに分かれる。

　調査1　読み書き水準調査

　ひらがなの清音・援音・濁音’半濁音の読み書きテストと脚音・．拗長音・長音・促音tsよび助詞

「は・へ」の読みテストを行ない．4，5歳児クラスの文字力の水準を明らかにする。そして，幼

稚園や家庭に対するアンケート調査から．文字習得の要因をも分析した．調査。　東北・東京・近畿
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の嚇加鋤稚働ら・2鋤顧を脇目撚仁編査語卿7名（磯彫ラス8・8
名，5歳児クラxl，599名）の幼児についでの調査である。

鯛査2特定幼児の文字（鯉目・量）

、、．4・5就クラスの幼vaD・ど確度の鯉（ひらが噺紋かな憤字ヴルフ・ぐヅ・辮）

をどれ鮒読み離できるかを・禁漂ρ争煕離づけて明ら卿するこζに頃鰻全国の特

騨8雛励・パ齪ク・ス鱒腸・2名について嚇跡騨である・

　なb，本報告書ではそのうち5歳児クラス41名の結果が報告されている。
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　　調査日読み・書き水準調査・　”　　　t－

1　目　　　的

　就学前児童（4才・5才児）を対象に・ひらがな文字の読み・書きについての課題を与え，テ

スト法によって．現在の就学前児童の文字の読み・書き能力の水準とその実態を明らかにすると

ともに・幼稚園家庭を対象にして行なうアンケ÷ト調査等によって，その能力の発達に影響を

およぼしている諸要因や活動の実態を明らかにすることが，この調査の目的である。

2　調査方法

（1）テストの内容と構成

　A　r読み」についてのテスト

　　1清音．嬢音（「ん」）　　　　　46文字

　　　　濁・半濁音　．、　　　　．．　　　25文字

　　　　以上・すべての幼児に対して．個々の文字の読みについて「調査1・調麟力←ド」　を

　　　利用して・逐字的にテストする。　　　　　　　　　　　　　　　　　’　ニー’，・1｝

　　9　相音（例　tsもちゃ）　　　　　　　6問

　　　　促音（例Spて）　　　　　　　・5問

　　班長音（例ひこうき）　　　　　　8問　　　　　　　　　　　　　’

　　　　ノ助長音（例やきゅう）　　　　　　6問

　　N助詞の「は」「へ」　　　ヨ1燗…　・　三　三

　　　　以上べ皿からWの問題は．清音十F、ん」46文字のうち・40Pt以上を正しぐ読んだも

　　　のについてのみ行ない・当該の音節をあらわす文字・tsよびその音節を含む語について・

　　　読みのテストを行なう。　　　　　　　　　　デ層　　　　　　　　　’　　1　’k

　B　「書き」についてのテみトー　t－　　．　　．　　　　　　　　　　　・　1”一

、　　　清音・擬音（「ん」）、・濁音・半濁音　　　・・　　　　　　　　㌧　　’

　　　これは・前の「読みテスト」で正しく読めた文字についてのみ「書き」のテストを行なっ

　　た。書きテストには．そのために特につくられた書きテスト用紙を利用し個々の文字の筆

　　順も・観察・記録される。

（2）．被調査児と標本抽出
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　　東京，東北・近畿地方においてt昭和42年度に在騒してhる幼稚園児約50万人を母集団

　とし・そこから抽出しft　5才児1，49ア名・4才児896名を対象に調査を行ない．その結果

　　　　5才児　　1，599名

　　　　4才児　　　8t8名

　　　　　計　　　　　　2，2’17名i

　の有効標本を得た。

　　標本の抽出は二段階等確率層別抽tdi法によるもので・まず・東京は区市町村を単位とする地

　域の類似性を基礎にして・東＃b近畿は・麻志町・村の入口数を基礎挺して・それぞれ穐

　4．6．合計29の層にわけた。そしてその層内の幼稚園児（4才児，δ才児の各ク．ラス）総

　数に比例して・標本を抽出すべく・各層に標本のわbあてを行ない・その標本を調査ずるに必

　要十分な数の幼稚騒を・その層の全幼稚園め中から・各幼稚圃の在園児数に比例して無作為に

　抽出した。そして・次に標本が・各園の全幼児の中から・無作為に抽出された。後述する調査

　園は．とのような手続きで抽出され。かつ・その園の承諾と協力にもとついて讃κ調査を行

　なっだ園である。園の左端絃ついている記号たとえば．Tl　Sil　発　妬それぞれ。東京第

　一層．近畿第一層．東北第一層を意味じてhる。　　　　　　　　　　　　　・い

③テストの実施とテスト時間　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴JP、

　　各地の大学・研究所の研究者の協力を得て・幼児が就園している幼稚園で・個別テズトの形

　で実施舌れ允。　　テスト時聞　　20；v50分

（4）調査期間　　　昭和42年約月　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　‘

3　家庭・幼稚園ic対するirンケート調査　　　　　　　　　　、．

　幼児の生活環境・文字生活（活動）・家庭での文字指導の実態を調べる目的で・幼」　va対する

このテストが終了後・昭和42年12月にはいってから○被調査児が通園している幼稚園を介し

て・アンケート用紙を被調査児の全家庭に配布した。また・被調査児が通圃している全調査園

（122園）κ対しそも．園の中での文字環捲文字指導の実態と態度を調ぺる目的で，アンケ

ー ト用紙を配布した。そして．家庭へのアンケー一トSCつhては．2，　994通（回収率94．5％「）

の有効標本．園へのアンケートにつhては115通（回収率943％）の有効標本を得た。

4　再テスト・補充テスト

　本テストが終了後．今回特に行なった「読み」のテストについて．次の2回の再テ衰トと。1
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回の補充テストを行なった。

（1）ig　1回再テスト

　　今回のテストの信頼性（再現性）をチェックする目的で・東京の被調査児のうち．6幼稚園

　に在園している92名の幼児（5才クラス児56名・4才クラス児56名）を対象に・本テスト

　終了後2週間以内に・上のテストとまったく同じ問題で再テストを行kった。

（2）第2回再テスト　　　　　　　　　　　　　　　：・．
　　今回のテストを受け・一定の期聞がたったあと・幼児の読字能力はどう変化する¢）か．特に

　年長児が．就学を迎えるまでにどの程度進歩するものかの資料を得るため｝“本テス5の終了後，

　3～4か月経過した昭和43年2月末から3月初めにかけて・東京・近畿の被調査児のうb．

　5才クラス児90名・4才クラス児86名に対して・読みについて・まった．〈同じ問題で再テ

　ストを行なった。

（3）補充テスト．

　　読みのテス・Fで測られた各水準の特性を・より具体的にするため・昭和45年1月～2月の

　間に・東京・宮城・京都の5地点で・約200名の幼児を対象に，次の5種のテストを行なっ

　た。

　ア　文字の知覚弁Bljテスト

　イ　音節分解抽出テスト

　ウ　文字の読みテスト　　　　　　　　　．　ll．・

　工　語の読みと理解テスト

　オ　文の読みと理解テスト

5　データの集計と計算　　　”
　上記のデータは・一定¢）整理後・磁気テープに収められ・研究所にある電子計算機HITAO

3010　を利用し略・1：騨が作成した「汎性集計プログラム」で集計された。

　　　　　　　！・　tt｛、ぼ〆」　　　1　　　　　　　　　　　’／”　　　　　　　　　　　　　　、’．1　・

6　調査園e，調査員，　　　　　　　，　．　　“

　調査に御協力い旋起恒た調査園，ならびに調査員は下記の通砂である。　　　　　　　’
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§調査園
　　読み書き水準調査

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　．↓　　　　　　　・　層‘Ftt’

層　園　名　’　　　　，，、三∵ヒ、、・い．

k東北地方20薗）’　　　　　T2　言問幼稚園　　1　＿　T　iO　マルガリタ幼稚園

・・4xas幼纏一　　・2亀戸擁歯　　　丁・re肝ひば励櫨

㍉聖禰願．　　e「・畢卿綱　○㌔多砺抽雛園
　馬　　聖霊女子短大付属幼稚園　Ts　青山学院幼稚園　　　tt．　ml　le　みそら幼稚園

ピ．轍顧’パ亨鴨幼綱　　瓢．轍幼銅
べ N3　飯坂幼稚園　　　　　　丁4　文京第一幼穫園　　　　Tig．福生幼稚園

い む　　つつみ幼稚園　　　　　丁4　音羽幼稚園　　　　　（近畿地方66園）

　Ks　白梅幼稚園　　　　　　丁4　双葉幼稚園　　　　　　輪　　西野田幼稚園

ff・ザベy　rk学鋤繊　丁4巣輪纐＿∵／1醸羅雛履

鷺：雛・1㌫糊⊇・念諜：園
・，栢合幼鶴　　　・s友栄輪雛園　　Keみ穴めぐ鍋輌

　H2　ひかb幼稚園　　　　　丁6　愛隣幼稚園　　　　　　K6　大宮幼稚園

　H2　白河幼稚園　　　　　　丁3　明星幼稚園　　　　　　K6　金塚幼稚園

　ff　2　天真幼稚園　　　　　　？6　ばら幼稚園　　　　　　哀δ　みはと幼稚園

　H2　聖テルジア幼稚園　　　丁7　ひかり幼稚園　　　　K6　鶴見橋幼稚園

　Hl　四倉第～幼稚園　　　　丁7　申野なかよし幼稚園　　K6　御幣島幼稚園

　Nl　中仙幼稚園　　　　　　丁7　第一若宮幼稚園　　　　K6一鶴町幼稚園二

H・佐脚綱　　丁・獅晒園　　x・鯉小鋤稚園
　Hl　bきなご幼稚園　　　　隅　　高井戸幼稚園　　　　　Ke　育和学園幼稚園

　Hl河北幼稚園　　　　丁，松苔幼鶴　　　　K・if新幼稚園

（東京地方56園）　　　　　　Ts　明善幼稚園　　　　　K5　睦美幼稚園・

　Wl　保木間幼稚園　　　　　Tg　池上みどb幼稚園　　　Ks　円山幼稚園

　Tt　第二押上幼稚園　　　　Tg　平塚幼稚園　　　　　　Kfi　板橋幼稚園

　Tl　明昭幼稚園　　　　　　Tg　たちばな幼稚園　　　K4　西須磨幼稚園

　丁2　入谷幼稚園　　　　　　To　　日本音楽学校付属幼稚園　K4　青い鳥幼稚園
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K4　呉田幼稚園　　　　　　K4・・ぷ愛徳幼re’園i”　　　　　K2　高鷲幼稚園　∴”　　e’

K4　垂水幼稚園　　　　　　K3　寺方幼稚園　　　　　　K2　二色幼稚園

K4　フタバ幼稚園　　　　　K3　守口幼稚園　　　　　　K2　鶴之荘幼稚園

K4　飾磨幼稚園　　　　　　Ks　御幸幼稚園　　　　　　K2　三輪幼稚園

K4　城北幼稚園　　　　　　K3　八雲幼稚園　　　　　　K2　重春幼稚園

Ki　城東幼稚園　　　　　　K3　浄幼稚園　　　　　　　K2　日方幼稚園・

K4　健康幼稚園　　　　　　K3　五領幼稚園　　　　　　Kl　山城精華幼稚園∴’い

K4　仁戊1障院マリァの園幼稚園　K．3　成美幼稚園　　　　　　Kl　高石幼稚園’

K4　浜甲子園幼稚園　　　　Ks　花園幼稚園　　　　　　Kl　藤井寺南幼稚園

K4　園和幼稚園　　　　　　K3・　南幼稚園　　　　　　　Kl　石屋小付属幼稚園’

K4　下坂部幼稚園　　　　　Kボ　晴嵐幼稚園　　　　　　K1　下三方幼稚園

K4　東光幼稚園　　　　　　K2　橘幼稚園　　　　　　　Kl　温泉幼稚園

K4　曾根幼稚園　　　　　　K2　綾部幼稚園　　　　　　K1’　・1’1：．，，ra崎幼稚園

K4　八尾平和幼稚園　　　　K2　庵我幼稚園　　　　　　Kl　l高野山幼稚園

K4　進修幼稚園　　　　　　K2　長浜幼稚園北舎　　　　Kl　’白浜第一幼稚園

K4　堺北幼稚園　　　　　　K2　石切幼稚園

　（注）H・＝東北・T＝：東京・K＝近畿ag　＝東北第4層をあらわす。

　補充調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t、　；．　’J，t．1

道灌山幼稚園（東京）・豊島なでしこ幼稚園（東京）・伏見板橋幼稚園（京都）・鹿島台第一幼

稚園（宮城）．王子保育園（東京）；’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／’

　準備調査

舟戸幼稚園（埼玉糖・川口南幼稚園（’埼玉）．原山幼稚園（埼玉），種足幼稚園（埼玉）

　　　　　　　　　　三；傷！’・1・己　　　い　　　1’　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　』Ht
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§　調査員（旗不再頑鰍調査時当agのStes）

　　読み書き水準調査

　（東京）

　調査員名　　　　　　所　　　属　　　　　　青木　剛士　　東京教育大学大学院

石川　和男　　北区教育研究所　　　　　　　天野　幸子　　　　　　”

石本　幸生　　　台東6左児童相談所　　　　　　　　牛島めぐみ　　　　　　　　ff

岩野　武志　　江戸川区教育研究所　　　　　大臼方重利　　　　　　〃　　　　　tt［

志賀　昌成　　杉並区立済美教育研究所　　　竹内　衛三　　　　　　tt　　　　　：ピ

野田　昌道　　葛飾区教育研究所　　　　　　福島騰美　　　　　　〃

葭田　尚子　　東京都教育庁　　　　　　　　足立　自朗　　東京大学大学院

河井　芳文　　東京学芸大学　　　　　　　　塗師　文武　　　　　　lf

長谷川　茂　　お㌔茶の水女子大学　　　　　　星　三和子　　　　　　〃

花上　洋代　　’　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　’…

増井美代子　　　　　ti　　　　大学院　　　　’　　　　　　　　　　　　　　パ’．

　　（近畿）

武田　　浩　　京都府教育研究所　　　　　西村　淑子　大阪府科学教育センター

大塚　ナホ　　　　　　ft　　　　　　　　　相馬　信男　　大阪市教育研究所

” 斎藤　烙三　　　　　”1　　　　　・　　吉川　数　　　　　〃

長田　久男　　京都市教育研究所　　　　　　萬代　彰子　　　　　tt　　t、　　？．、　；i

出川　光治　　　　　fi　　　　　　　　　俵　　芳子　　　　　a

高橋　文雄　　　　　　〃　　　　　　　　　　qu村　島司　　高槻市教育研究所

井狩　　斗　　滋賀県教育研究所　　　　　　神　　’高雄　　堺市教育研究所＿il・［1，L’；」IEI．一：1，・’i4・．

赤木愛k　　夫阪府科学教育センS一　　武田　憲道　　豊中市教育研究所

扇田　常博　　　　　　　”　　　　　　　　秦　　一士　　兵庫県播磨児童相談所

高原　　治　　　　　　tf　　　　　　　橋本　　隆　　　　　T”

三原　　猛　　　　　　　ff　　　　　　　　田中てい子　西脇市立教育研究所

中井　義治　　　　　　　”　　　　　　　　大塚　歌子　　兵庫県教育委員会

直塚　玲子　　　　　　　〃　・　　　　　　内藤　勇次　　　　　〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－8一



谷Pt配　　神再立教育研究所　　　杉X　治　織山康教9・e修センター

　住本　吉章　　西宮市立教育研究所　　　　　田村　　裕　　和歌山市立教育研究所

　中田　義朗　　　　　　〃　　　　　　　　　森下　正泰　　京都大学大学院

　吉永　識郎　　尼崎市立教育研究所　　　　　予葉　節子　丁　　　〃

　黄楊　荒雄　　　　　　It　　　　　　　t・山田　和子　’　　　　〃

　橋本富士子．．明石市立教育研究所　　　　　小林　保太　　　　　〃

　神谷光夫　一修センター　　　山本　愛子　臓『寿額錬聯卵

　　（東北）’　　　∴，こ

　斎藤　清吉　　青森県教育研究所・一　　　　三沢　清男　　山彩県義奮研究所

蝦名栄治　P臨一『　　竪＿亘⊥＝謙獅
坂口　忠　岩手県立教育センター　　　鹿野順子　　　　〃

　中田　雅チ　・1岩手県立覇田短期大学　　　　武藤　義男　　福島県教育研究所

　向山　　清　　秋田県教育研究所　　　　　　鈴木　忠良，　　　　　〃

　武田　～夫　　戸馴市教育研究所　　　　　　樽井　和雄　　　　　　〃

陛真一顧き育璽　　　　　　　　　　　　一メ

　　（補充調査）

　江川　洋子　　豊島鑓童相談所：　　　オ　　　　

　牛島めぐみ　　東京教育大大学院　　　　　　

　田島　道代　　　　　　〃　　　　　　　　　

藤原寛子ゴ京都大学犬学藺・㌧・1 　　　

寺田ひろ子i！　　－〃一㌧　∴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

7　結　　　　果一一　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・一

（1）読みの水準

　　すでにプリテストで．71文字の範囲で・読字数は正規分布せず．平均読字数を求めてもあ

　　ま力意鎌がないことが確認されている（第f図〉。そζで．次のような基準で．読みの水準を

　設定し（第凌）．それから全体の状況を知るぐと忙した。ぐれらの水準は順序尺度を構成し

　　ている。この表の基準（1）で．20・60の箇所に区切b点を設定しているが．’それは，第イ図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一9一



　　　第t表　　読みの水準の基準　　　　　　　　　　　ジな

　　　　　　　　（三）　　　　　　　　　　（2＞

　　基清湯畔濁嬢音＾5竃のagme節の　　．ジパー

9　巖魏繍鰭遍銚；　　そ0具体的瀧
A　　　　9　　　’　　　0　　　　ま？たく惇蟻斑ピ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自分の名前に含まれる文字の読みの
　B　　　　　　1～　　5　　　　　　　　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学習が始まった。

。　　・一・9　　　9　　き議㌶竺姓名の幽か

・　・f－・・　　　。’　　；認㌶鴨ξ機㌘茸

E＊
6・－7a　　・　　ザ鐸翻灘㌫な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　‘t：t

・　ξ・－71　　　1－・　　書籔籔磐㌘・轍聯

　G　　　60～71　　　　　3～4　　　特殊音節の読み・ろ一4種マスター。

　H　　　60～フf　　　　　　　5　　　　　全部の音節の読みをマスター。

　　　＊Eの水準の中に・例外的なものとして・読字数2f～59で・特殊音節t種類
　　　　以上マスターしているものが含まれている。だが・その数は少数で16名にす

　　　　ぎないので・表の中にしるしていないe

　　＊＊マXターとは・完全に習得しているというζとで・与えた問題を全部正しく読

　　　　めた場合をさす。

　　の（1）・（2）の位置を占めでいる。20文字に区切b点を設定したのは・別の研究から；　ltSr　g．そ

　　それまでに学習能力の形成が行なわれると考えられたからである。鰭．パの区切力点は．

　　清音の読みを含めて・かな文字の基本音部の読みの学習の概略的終了を意味するものとして設

　　定しft。ま海後の分析舌群の比較を行う際にE水準が全体の中央値をなすことから．「E

　　水準以上の幼児の害給」を・その群の成績を示す代表値として利用することになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ffi　一“



　　第1図　　7t文字の範囲の読字数の分布tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N＝2217）

　　30

　　20

　　　　　　O　　　　　　10　　　　　20　　　　　　　5e　　　　　　40　　　　　　50　　　　　　60　　　　　70
｝　　　　　　　　　　　 l　　　　 　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

　　　　　　4　　　　　　　i4　　　　　24　　　　　　　34　　　　　　　44　　　　　　54　　　　　　64　　　　　71

（2）幼児のかな文字の読み・書きの習得状況

　　先の水準にもとずいて．各読みの水準の分布を示すと第2図の通b。

　　また・読みの水準に順じて・幼児の書字の程度を6つの水準に分け・その分布を第3図に示

　すo

　　第1図よか　11月の調査時点でCまったく一字も読めない幼児は・5才児クラス1．1％・

　4才児クラスで9．5％に過ぎず・反対に60文字以上読める（E水準以上の）幼児の割合は・

　5才児クラス全体で65．9％に達し　4才児クラスでも53．6％占めていることがわる。まだ・・i’

　書きは・読みにくらべて・その習得は遅れており．60文字以上正じく書ける幼児b割合はき

　わめて少ない。しかし・一字も正しく書けない幼児は・5才児クラスでは5．　5％．を古めるに過i

　ぎず21文字以上正しくかけている幼児は・5才児クラスで．66．　7％に達し・読みと共に・
　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　「

　書く活動が・この期の幼児のものになbつつあることが示されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－11　一一



　　　　　　　　第2図　幼児のひらがなの読み　　　　　昭和．4　2年11月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　552

論　囚4警ζ㍗　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26f
　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　248　　　　　　1a7％　　　　　　　　5歳児クラス
　　　　　　　　N＝1399　　　　　17．　7％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　識

200　　　　　　　　165166
　　　　　　　　199％鰯1tg鴛6141　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．

　　　　　A　　　　　　　B　　　　　　C　　　　　　D　　　　　　E　　　　　　F　　　　　　（｝　　　　　　H

　　読みの水準

　　　　　　　　第5図幼児の「ひらがな」の書き　・、昭和42年a1月
　　　　　　　　　　　　　（字形・筆順も正しい）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5才児クラス　N＝G599

　　　　　　　　　　　　　　4才児クラス　N＝　818
　　

入

　　　　3°・7％
400

　　　　　　　　　　　　　　n．4％300　

　　

2PO　

1。。

書きの緯U　　　　　V　　　　　W　　　　　X　．　T　　Y　　　　　Z

　　書字数0　　　　1～5　　　6～20　　　21～40　　41～59　　60～71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－12一



　　　　　　　　第4図　　行月調査と5月調査の比較
　　　　　　　　　　　⇒　　　　　（5才児クラスの90名）

　％

　　　　　　A　　　　　　　　B　　　　　　　G　　　　　　　D　　　　　　　　　　E　　　　　　　　宮　　　　　　　（｝　　　　　　　H

　　　　読みの水準

　また・就学直前の状況を知るため・42年2月下旬から・3月上旬にかけて・大都市．中間都市

の被調査児3ア6名について，読み綻ついて再調査を行なった結果．　5才児クラス（99名）にっ

いて．第4図の結果が得られた。11月から5月上旬までの約5ケ月の間の進歩ぱまた顕著で・

G水準H水準の幼児の割合が増大するだけでなぐ・D水準以下ap幼児の割合も減少し・60文字

以上読める（昧準以上）otW・」の害姶は・実に8乃％に達して警るeと力涼された£この9§

名の11月時点のE水準以上の割合は㌃66，　6％）。

　また．11月に行なPtた本調査のデータをρ暦年令毎κ整理すると．第5図のようになる。まっ

だく文字を読めなt’・’i幼児は4才代後半で・男女平均Ω～12％なのが5才代後半繊ると・男女

平均2％（男児約5％・女児　．f　．％）になるぐとから・今Hの幼稚園児の約90％は4才代から・な

んらかの形でかな文字を覚えはじめること．さらに脅の残bの1⑪％の幼児のうち7～8％は・5

才代前半からかな文字を覚えはじめることが容易κ推測される。

　まだ・20文字前後の読みを習得するまでに・かな文字を学習するに必要な基本的な学習能力が

形成され・後の学習が急速κ進むと考えるならば・・5才代前半で50～60％の幼児が・5才代後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一15・一



　・半で女児の80％男児の70％⑳幼児が・少なくともそういう体勢にはいっているか．もしぐ

　はそれ以上の水準まで達しているということになる。

　　これらの諸データーから・現代の幼児（幼稚園児）の多く（ts．　i9§％）は・4才代よりかなり

　文字を習得しはじめ・その習得は4才代から6才代までの長い期聞にわたって経過し就学する

　までに．かな文字について予想以上に高L’k　zk準の能力を獲得しているという結論がとり出された。

　また・大都市の場合幼稚園児の少なぐとも8G％は（lt月の時点では．大都市の幼児は7§％）

　6・0文字以上のかな文字を読める状態で．就学を迎えることになると推測される。

　　また．今鐵の調査結果をべ昭和28年4．5月に．当研究所が小学一年生を対象に行なった調

　査結果と比較すると．第2表に示す結果が得られた。

　　昭和28年の被調査児は幼稚園・保育園を卒園したものや・そうでないものを含む小学校に入

　学したばかカの生徒で・昭和42年の被調査児は・幼稚園に在園中の5才クラス児，4才クラス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー14一



　　　　　　　第2表　　昭和28年の調査との比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　．　　　　46文字中46文字中　71文字中・71文字中
　調査年月　　対　象　　調査園・校’被調査児数　読める字書ける字　読める字　書ける字
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の平均　　の平均　　の平均’　の平均

1醗＝難難26・・1－・zsl　s4．s　ll・2・7

1轍精鰍）騨凌；㌶：：11；；芸t；：°8

　　＊　ただし・標本は標本抽出法に基づかない。「入門期の言語能力」に載せられている数
　　tt値に誤りが認められたので．・再計算してここに載せだ。また．書きにっ広ては農村部1

　　　校のデータが欠落して吟るので8校について計算して出Qlたものである。

　児であることを・あくまでも考慮したうえでこの両者を比較してみると・昭和28年入学当時

　の小学校f年生の文字の読みの程度は．昭和4・2年秋の幼稚園4才児クラスのそれκ近似し・

　昭和28年の小学校↑年生の書きの程度は・昭和42年の幼稚園5才児クラスのそれにほぼ相

　当するかややそれ以下であることがわかる。

　　このようなことから・現代の幼児のかな文字習得の年令的時期は以前の幼児のそれにくらべ

　はやまっているという知見が得られた。

㈲幼児のかな文字習得を条件づけている諸要因とその機制

　　この期の幼児の文字習得を条件づけている諸要因や・4才代に幼児がかな文字を習得しはじ

　める構制を明らかにするkめ・家庭および幼稚園に対するアンケート調査・補充調査の結果を

　分析したが・その結果から・次のことが明きらかにされた。

　①幼児のこの時期のひらがなの習得は・幼児の活勤の内容や年va　’性の要因のほか・幼稚園

　　で教育を受ける年数の長さや家庭の諸条件な．どの外的条件によっ誕大き・〈条件づけられてい

　　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　②　特va　5才児クラスの読みの習得の場合・幼稚園で教育を受けた年数の長さ（保育年数）は・

　　それを条件づけている最も大きな要因の一つで・その年数の違いによって・かなbの個人差

　　が認められた。

　③　また・男女差は読み書きの両方に顕著にみられ．女児は一般に男児よbも早く習得する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－15一



　特に．それは5才代織まいってはっき参現われる。　　　　ぐ

④幼児は・多く4才代にはいってから・ひらがなを習得しはじめるが・それでもなお・暦年

齢ぱ響鮭籍づけて鰺麺のづ‥才n’S才児クラ棚で’鞠罐の躍
　と下群と比較した場合・よく習得してtoる幼児の割合は・常に年齢の上の群のほうが大きか

　oた。そして・特に年齢の要因は・読みの習得よ力も．書きの習得に大きく作用しているa

⑤　子どもの活動と文字習得との関連についてはジア　テレビ視聴時間　イ　絵本・漫画　ウ

　物語り本への接触　工　遊びの好みにつ仏て分析したが．ア紅つPtては．むしろマイナスの

　連関があること．イ・ウについてはプラスの連関があることが明らかにされた。またエについ

　ては．屋内で遊ぶことを好む幼児のほうが外で遊ぶことを好む幼児よかよく文字を習得し

　ているととが示されたo

⑥家庭の条件についでは・ア　共働きか・イ　兄姉の有無・ウ　家で購入する勘とな用の本

　の冊数．工　購読している新閣の種類，オ　親の学歴．力　親の職業などについて分析した

　が．その結果．イエを除く．すべての要因は．幼児の文字の読みの習得に一定の灘連を持っ

　ている己とが示されたo

⑦親の文字に対する指導態度についても分析しだが・多くの親は～殻に幼児が自発的に文字

　を覚えるの紀任せ・学習しやすVa条件や．必要に応じた部分的左援助を与えるという態度で

　あること．およびこの態度が幼児の文字習得に一定の寄与をしていることが明らかにされた。

⑧⑤．＠⑦で指摘している子どもの活動・家庭の諸条件，家庭の指導態度の要因は・い

　ずれも幼児のかな文字習得を条件づけて栖るが．いずれも決定的なものではなく．その作用

　は，園の保育・教育（を受ける長さ）の作用よbも小さい。

⑨幼児が・なぜ4才代にはいPてひらがなを覚えはじめるのかという問題については・補充

　調査にょって．ひらがなの習得の基礎になvて栖る音節分解’抽出行為文字についての知

　覚識別機能が4才代においで．部分的に形成され・この期に文字習得を可能とする条件がつ

　くられているという事実が確認された。また．これらの行為・機能は．初めは部分的にしか

　形成されておらず．後続する文字習得の中で完全なものee・kるζとも明らかにされた。

　己れらのことを具体的に示しているいくつかのデータを以下に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－16－一



　　　　　第6図　　かな文字の読みの習得に詮ける

　　　　　　　　　　　層・・性・保育年数要因の比較（5才児クラス）

％

　　
　　

，。　

　　
－一’v　　　

入　
§

合　

v　　

　　　　1　　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4　．　　　　　5－6　　　　　　　7

　　　　層　　　　　層　　　　　層　　　　　層　　　　　層　　　　層

　　　　　　　て　層；郡　部
　　　　　　　2　　層　；入口伯万以下の都市

　　　　　　　5　層；人口10万～20万の都市

　　　　　　　4　　層；人口20万～130万の都市

　　　　　　　5－6層；人口150万～1，000万（大阪・京都）

　　　　　　　7　　層；入口G，999万以上蕎蒲（東京）

　　　　　　　　　　　　　　　　－17L・・
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　　　第7図の続き

　　　　　　　　　　　　　　　（　5歳児クラス）　　　：＿一一，＿．＿，　女

　　一　　男

　　　5　　5　　5　　5　　5　　6　　6　　6　　6　　6　　6　　6　　6　才

　　　7　　　8　　　9　　10　　11　　　0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　月

％
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tSFtlN

　　　
　　　

　　　

　　　
　　　　　　　　　　年令下　　　　　　　　　　　　年令上
　　　　　　　　　　　（5：7～6：0）　　　　　　　　　　　　（6：t～6：7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　19“



　　　第3表　　遊びの好みと文字の読みの習得との関連

　　　　　　（数値は・E水準以上の幼児の割合）

　　　　　第4表　　「共働き」の家庭と文字の習得

　　　　　　（数値はE水準以上の幼児の割合）

　　　　　　　　　　　　　－20一



　　　　　第10図　共働きの要因と保育年数の要因の比較
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　　　　　　　第5表　文字についての家庭の指導（アンケート）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4才児クラス　　　　5才児クラス
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　　　　　第6表　　家庭における文字の指導の型とその割合

　　　　　　　　θはその項目に「はい」と答え遵をきとζ←紅ぞ醐ゐ反応をさず♂飽は，両ガを含むb
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8　この期の幼児の文字活動の特徴、一

　誤bの分栃アンケート調査・補充調査から・この期の幼児の文字活動につい毛次のよう

な特徴が明きらかにされた。

（1）書くにあたっては・筆煩の基準外反応が多く・全体の47％を占める。また．字形の書き

　誤砂には鏡映文字が最も多く・全体の誤bの27％を占めている。

（2）幼児の文字の読み誤b・書き誤bはこの期の文字に対する知覚・識別反応の特質と関係し

　ているo

㈲特殊音節の読み誤りは．これらの特殊音節の表記の特別のルールを知らないということ’t“

　らくる未形成の誤りが中心的位置を占めている。

（4）幼児は．文字を読みはじめると・比較的早くから・それに伴って書くことに関心を持ち．

　行動を始めているo

（5）幼児は比較的少数のひらがな（2t～59文字）を覚えるようになると・単語を読み．そ

　の意味を理解することができる。

（6）幼児は．60文字以上文字を覚えれば．とにかく文を読むことができる。しかし文の内容

　を理解することは．また別の能力を必要とすることで・60文字程度読める幼児の文を理解

　する程度は・小学校1年1学期中ごろに教科書に提示される程度の文を独力で理解する

　ことが要求された場合．その正反応率は50％程度であった。

（7）との期の幼児の文を読む読み方は，基本的に拾い読みである。そして文の読み方は文字の

　読みの水準に応じて・次第に単語読みに移行するが．完全に移行しきった幼児の割合は比較

　的少なく・11月調査時点で．5才児クラスで1割程度だと推測される。

（8）このほか．特にアンケート調査から．幼児は早くから文字に関心を持ち．その習得や文字

　と関連した活動に積極的であることが示された。

　これらのことを具体的に示す・いくつかのデータを示すと以下の通りである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一2　4一



　　第7表　　幼児の読み誤りの分類

　ag　15図　　幼児のかな文字の書き誤りめ分類

　　　　　　　　　　　上下）e．6％

　　　　　　　　　　　　・一　－25－一



　　　　　　　　第f4図　読みの水準と書きの関係（71文字）
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　　　　　　　　　　第t6図　　単語の読みと理解の正反応率の変化　　　　。　　　　　＿＿
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　　　　　　　　　第18図　　かな文字の習得の程度（読みの水準）と音節分解・
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　　ジ　　　　第29図　　読みの水準と幼児の言語活動〈1パ親の観察による）
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　　　　　　第21図　　読みの水準と幼児の言語活動（2）．（親の観察による）
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　　　　　第22図．読みの水準と幼児の言語活動③　（親の観察による）
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　　　調査ll特定幼児の文字調査

1　目　　　的

1）就学前（4・5才児クラス）の特定幼児がどの程度の文字を習得しているのか・テストによ

　る定期調査等によって読める文字書ける文字の範囲と量を明らφ・にする。

　2）6か月間（10月～5月）に上のテスト等を追跡的に行なうことによって・上に述べた範囲

　と量の変化を明らかにする。．

3）日常的な観察と幼児の文字作品の収集家庭からのアンケrト調査を通して・幼児の文字使

　用の実態と．文字を習得する過程・要因・文字習得経路等を明らかにする。

2　調査方法

1）テストの内容と構成

　（1）文字の読み書きについての定期調査

　　a）定期調査：「ひらがな」の読み・書き．b）定期調査：「かたかな」「漢字」「算用数

　　　字」fアルファベット」の読み・書き・c）定期調査：文字の自由書き調査。、

　　　　’ま　かたかな・アルファベットと比較したときに・漢字に関してのみ・提出

　　　　　文字数を限ることは・最善の策とはいえないのであるが・調査規模tsよび

　　　　　幼児に対するテスト効率からみて・小学校低学年用漢字168字を用意す
　　　　　れぱ．だいたい読める文字の大部分をまかないうると考えた。

　（2）文字の習得経路についての調査

　（3）文字資料の蒐集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一55一



　　a）一斉傭の靴鋤勉偶b＞雛の自発雛鯨・ピ≡　亘．贈．
（4）幼児の読み・書き行動の観察

　　a）保育中の読み・書き行動・b）自由時間中の読み・書き行動。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’　　　　　　　　　　　　　　　　1－一　く5）幼児の質問の記録

（6）家庭からの情報の収集　　　　　”X・t層　　　「
　　a）アンヶ一ト調査．b）その他の情報の嬢集　　　　　　　　¶　　　f｛磁1そパ・

2）被調査児

　　5才児4．6名・4才児・26名。ただし・今回の報告は調査開始時点において・平がなの読み

の水準が8水準以上にあるもので・かたかな・漢字等の習得経路に特徴があるとみられる幼児

　43名。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’　t　　　　　∴・

3）調査期間と調査園及び調査者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こぼ　へ　　ちプカ
　昭和42年lfl月～5月にわたbe各園の教師が実施手引によ払調査を実施した。

〈調査園〉

　　函　　館　　函館短期大学付属幼稚園　　　　富　　山　　富山犬教育学部付属幼稚園

　　室　　蘭　　優美幼稚園　　　　　　　　　名古屋　　青葉幼稚園1T・

　　山　　形　　さゆb幼稚園　　　　　　　　　京　　都一京都教育大学付属幼稚園

　　栃　　木　　呑龍幼稚園　　　　　　　　　　広　　島　　呉第一幼稚園

　　東　　京　　東京学芸大学付属幼稚園　　　　島　　根　　北堀幼稚園　　．＿、

　　　　〃　　　小川幼稚園　　　　　　　　　香　　jll　，’高松幼穫園／・

　　横　　浜　　東寺尾幼稚園　　　　　　　　　徳　　島　　内町幼稚園’

　　埼　　玉　　川口南幼稚園　　　　　　　　　大　　分　　長浜幼稚園

　　新　　潟　　あさひ幼稚園　　　　　　　　長　　崎　　島原幼稚園

〈調査者〉

　　また．各幼稚園における調査者名は次表のとbbである。各調査者は定期調査・観察・費

　料収集など・必要な調査事項の実施に堪能な者として・園長または園長推薦による者によっ

　て構成ざれている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－tt”ノ’，　　’　t：、　ttsc

ご　　　　St　P　’　　　　　　　h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニー36－一



第8表　特定幼児調査者一覧

分類　幼稚園名　　　調査者　　分類　幼稚園名　　’調・査’者’

　　醜短嫉端属高橋博￥　1。灘嫉・学隷学部杉谷利概
1幼纒　　竃崎『認　　帽噸　　高桑‥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桝　田　登美子

・優麹栖§㌶‡伯糠幼鯉熟曇蘂ζ
　　　　　　　木俣和子　て2京都教献学付馴藤原愛子
5　1・・ゆ醐鯛鷲熟　　幼魍　　島本さ拝

　　　　　　　佐藤勝子　35　呉第一幼稚園　杉峰恵子

、舗幼鯛鷲穀14繊幼鯛黎覆昔
　　　　　　　山口道子
　　　　　　　　　　一　f5高松幼稚園　井上範子
　　　東京学芸大学付属　　益　田　勢津子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

5
　　　幼稚園　　　　　　　西　沢　幸　子　　　　　　　　　．　　　　　新　居　久美子

　　　　　　　亀　井　和　子　　　　　　　　　　　　　　宇　野　真知子

順寺尾幼鯉竃鷲㌻噸翻経竃叢詩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重野　待　子

・川・勧鯛舗雷　　　　佐鯖子
　　　　　　　パ　ポ　ガ　ヒ

　　・・一　　　　　　‘　　　　f8島原幼稚閲　山崎栄子
・あさひ幼鶴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一37一



3）特定幼児群の特性　　　　　　　　　　　　　　オ

　r”ここで報告する特定幼児群（5才児クラス｝41名）はこめ調査では2つの特徴的な性格を

∴もっている。

　　　　　　　　　　第23図特鋤児の読みの緯（ひら力釈

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　L’　I

　　　　　　　　　　　　　
，　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　表　特定幼児の読み書き両水準の関係

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　

　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　上の23図及び　9表は調査開始（10月）の特定幼児群の読み書きの水

　　　　　　　準を示したものである。

　（1）一つは・ひらがなの読みの水準が調査開始時はE水準以上であ．b・また・調査最終時は大

　　部分が読みでH水準・書きでZ水準に達した。すなわち就学までにひらがな文字の読み書き

　　が完成し・初歩的な段階での文章の読みが可能になb・読み書きの諸活動が日常生活におい

　　て逐行されつつある被調査児群である。したがって彼らは第1章の全国調査の対象になった

　　就学前児童が・就学後の比較的近い将来において・当然習得するであろう読み書き能力tsよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一58・一一



　　びその活動内容を予測しうる先駆的存在としての性格をもっている。　　　　・1

第24図　特定幼児の文字習得経路　・9

　　　　　　傘よび読み書き活動　　　　　　　．　　　　　　　　　　・，．

　　　　　　　／福一絵本　　・蹴纏一音鶴ぽ
　　　　　　　　i聯・2砺．　　定幼癖紛け麟の誇る．趨のうち・
　　　　　　捨レ7人　’人　　魎項に蹴．テ噸ど・つ以上の

　　　　　　鷺％　1拠味　　習得灘蹴幼騰めた9
　　　　　　　5灘　21；《／

　　　　　　　　　　5

　（2）今一つは文字の習得に関して・〉レピ・絵本などの文字提示の媒体ならびに両親などの

・：：

淀字教示者．またピ幼児自身の文字への興味・関心が所属園のクラスの中でも明白であると

　　認められた幼雛わて構成された・そして・すぺての被調査児誌アンケー隆よぴ幼児

　　自身の回答から見ると・家庭で特別に組織的な教育指導を受けていない。さらに・かれらの

　大部分がすばらしい読み書き能力の習得者であった結果から見て．学校という組織的・系統

　的な文字教育を受ける前段階での文字習得の可能性と条件を知るための・モデル的存在であ

　　るe　　　　　　　　tt　’

　　　　　　　　　　　　4　結　　　果

1）読み書きの範囲と量

（1）読み書きの水準の進歩

　　　第10表特定幼児群の読グ《）水準の進歩（ひらがな）

　　

　　

　　

　　
　　

　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－39一



　　第f1表　特定幼躍羊の書きのzlく準の進歩（ひらカξ豪）

　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　
　　

　就学前の2月調査では特定幼児群の大部分の幼児は読みではH水準書きではZ水準に達

　している。すなわち・就学までにひらがな文字の読み書きの完成を示している。

（2）読み書きできる文字の量

第f2表特定幼児群の文字量（2月調査）

　　
　　
　　

　　

　　

　　

　　

　　就学直前の2月調査では・大部分の者が提tl　1文字346字（ひらがなを含む）のうち

　251字以上を読み．また・t90字以上を書くことができる。　　’　　　“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4g－一



　　　第13表かたかな・漢字・アルファベ。ト・数字の読み書きの平均・範囲

　　　上表はかたかな・漢字・アルファベット・数字の各文字について・読み書きの平均及び範

　　囲を示したものである。これによって・（1）かたかなの読み・数字の読み書きはほぼ大部分の

　　者が完全にできている。（2）どの文字の習得（ひらがなをのぞく）も個入差がいちじるしく大

　　きい。

2）読み書きの正答率順位

　　第14表　かたかなの正答率（読み）全体平均

t
－　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一41　一一



　　　　　　　　｝：バ『

　　＋－tag　f5表　かたかなの正答率（書き）全体平均　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　’　　　　　　　　　　　　．　．　；．t　・　　　　　　　　　・s・（∫

・

1，．

∴　　1，’：・，

　

　・㌔パ

　　　ベ　　マ　る　　　　ガ　　トいヤト

　

　

　

　　　　　　’1　　　・t　　・・　ドメ　　　　（：　　ご　　tt亭’
　　上表はf⑪月．f2月・2月のかだかなの読み書きの結果がらの全平均正答率を．正答率

　の高い文字から低いものへと配列し允ものである。これらの平均正答率はそれぞれが5才児

　クラスの一般的水準と考えることはできない。しかし文字の相対的難易を考えるためには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．三　　　　　　　・t　：　　t　511
　有効である。（以下同じ）

（2）漢　　字

　　　第16表　漢字の読み　正答率順位（全体）　　　漢字の右下の数字は配当学年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊印は1年早ぐ学習する漢字。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一42・一



％　　　漢　　　字　　　％　　　　　　　∴漢・∴　　　一．字

59．5　人1　　　　　　　　　252　　足1

5Z7　火1　・・　－　　256　馬馬幼林lf

5・6．9　金1　’　　　　　2・2B　町；

55．5　円；木2　　　　　　2ZO　　穐賓

5Z8　八1水1　　　　　　21・1　馬＊生1鳥2東2鳥年i＊百『有

520　号3　　　　　　　　　2　0．5　　京2冬2分2

5a4　九1赤1田1　　　　1　9．5　会2見夢行2多2長2馬2

4Z2　傷　　　　　　　　1＆7　秋2義父2

46・5　口1　　　　　　1a6　．竹2

，447下・小は禽　17・・気池・蔑西r織眺

1・t・5□　　　1z’国珪釧池2　rk2虫嬬
14α7　白1　　　　　　165　’・as谷知2動3南2米2陽

13a2手1　　　　　1　5・4　X寄時，鰐薦疋門，誌
5Z4　終3　　　　　　、パ　燕4ぷ｝1．元2ゼカ；　　　　　　　　　　　．．　　，　　1　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゾ

55．8　雨　　　’　　lf3∂パ苛夏2材ず殆翁文’：用2　　　」

3　5．0　花　　　　㌦　150　雲2戸2古2紙2K”diz走毛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

・4・f孟t・、1、12そ、自ユ鋳方・夜・

355　青1　　　　　　　　　11・4　　今2電ξ

52．5　目1　　　　　　　1　06　作2島需動3あ夕・9立〉
　　　　　　　ホ
3f．7　学2　　　　　　　　　9．8　　悪3間2・：工2思2

　　　　　　　ホ
50．g　千2　　　　　　　　ag　外2汽2合2糸S晴ζ切｝半2　　　　　　　1・．V：1

50．11 己　’　　　　＆1：’ばぽじ　　　　　　　　　　㌔1こ

29。5、Ei式　　　　z5，・f・・12友　　　　　　　　　縞

…馬　　　　・・x，　x2，　　”1　Ili，　：／1
226　，フiit高己村》風2　　　5・7　為読2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♪

26．8　　石1　　　　　　　　　　4・9　　稚’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘニ

26．o偽蟻’右、　　　’　　　・　　　　　　　　　　，．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一4　5－・



　　　第雪7表　漢字の書き　正答率順位（平均）

　　％　　漢　字　　％　　　．漢　　　字
　　　8Zl　、　　　　　　　　　　1　9．5　犬毒

　　　　　7＆8　　　二1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1之l　　　E！

　　　　　756　　　三1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15．7　　　高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　6SS　　山1　　　　　　　　　　　1　5．4　右1　　　　　　　　　　　　　　　　　　レt

　　6・18　中1　　　　　　150舌石1瑠
　　5郷　」（｜1　　　　　　　　1U　義誕正
　　　54．5　　日1　　　　　　　　　　　　1〔｝．6　左1多2

　152・1子1　　　　　　9B司橿鴫
　i520＋1　　　　　　　9．7蠕
　　5M　大1　　　　　　　　9．9　司戎入；

　　4％　四1月1　　　　　　ev　与赤1苛
　　　　　　　　　｝

　　　4＆0　人｝　・　　　　　　　　　　82　母2

　　451　鴎本1　　　　　　8．3　書霧高ぱ先門2

・　425　田窪　　　　　　Z5　艦亮出毒擁梅明2力I

　l賠7　木1　　　　　　65　薦薦往気％餐
　　59．8　口、　　　　　　57　腸備h疏東，特　　　　　　，

　　託5　ぺ　　　　　　49　鳴毎耳畑鳥2冬2島鴎
　　3砲　七1森1　　　　　　　4．1　光2西2鵡米2方2用2　　　　・　’　1

　　5ロ　土、　　　　　　4fi巧麟　　　　　　　　／　；
　　　509　上1病　　　　　　　　　　53　竹2立1

　　5＆1　六1　　　　　　　　52　会2需翁．靖幼

　　29・3F1　　　　　　24海外・楊秘穐那笥前2趨員2’ee2
　　　　　2＆5　　　ノ」、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屍　　　㌧　　fw

　　2Z7火1　　　　　1．6苛家・矯汽9作・％時・屑＆穐
　　2＆8白1　　　　　　　爲声，靱驕亀足1麹x’鰯来，
　　24．4九1　　　　　　0．8％h合，鵜鶴，馬蕎晴’甚走、知，

　　227　§》　　　　　　　　翫動3違南，艶x2　　－’d旨’

　　2宿　金l　　　　　　　　O　悪3鶏凪亮鳥稚一”en｝；”ec疏毒ξ毛2

　　2臼弍魂　　　　　　鶴Xi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－44一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Nぎ　　・　、
（3）アルファベット

　　第18表アルファベットの読み，、　　　第19表アルファベットの書き
　　　　　　　正答率順位（全体）’　　　　　　　　　　　正答率順位（全体）

　　　8a6％　Q　　　　2a5％　（｝　Z　M　　　　6～≧9％　A　　　　24．4％　Z　D　U

　　　7・7・2％A　　2Z7％」　　　　5＆5％B　tt　21・9％T．，

　　　74．0％　　B　　　　25．2％　　U　　　　　　　　　4Z1％　　Q　　　　21．2％　　1

　　　　70．O％　　0　　　　　　24．4％　　　工　　丁　　　　　　　　　45．　5％　　　C　　　　　　2〔］，　5’％　　N　　　S

　　　50・4％K　　25・6％V　　　　・．．45・9％・・0’i伯95％E’、

　　　48．0％　0　　　　22．8％　F　　　　　　　　　3ス4％　X　　　　S　．8．7％『V　Y

　　　4玉5％X　　2・2．0％E　　　　3・5・0％一．K・．・：’IZ1％GW

　　　59L8％　S　　　　21汀％　Y　　　　　　　　5Z5％　H　　　　1665％　R

　　　55．8％．P　　2・0・3％RW　，・2・8・4％Pt・　tt146％FL・

　　　54・1％iH　1…9％・・　　　li・・ISI・％M　1・・…，％・

L・2・％i・N，　1　　’．、　、　1

　　〈Q＞がすNての特定幼児によく読まれ・書かれたのは．この調査時点において．’t（おば

　けのQ太郎）という漫画主入公の影響による。

t’ ，1・，　 ミ・『．’．　 ｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－4’5も一



3）漢字と音調の読み

表の蹴・○につい醐する・8　6・2％は響嘩の警わた謙の平均

正答率。rイチ　10ぴ」’「ひとつ　5．　7」はその862％の正答者0全員が「イチ」とい

う音で読み・また・正答者の5．　7％が「ひとつjという訓で読んだζとを示す。

　　第29表　漢字と音翻1の読みの割合（全体）　　　　ト　　　寧音冒llの基準外の読み　数字は％

　　　　イチ　　　犯0　　　二　　　　fOO　　　サン・72sl，　　　シ　　　2　6．5　　　　ゴ　　　栢0

　　＿　　　　　　　　二　　　　　　　　三　みっっ　2Zll　四　よん　　85：7　五
　86・2ひとつ57846蹴つ　・5・9　182・1み　　a51166．　7よつつ”　’ef．i　1，65．4巳P　156

　　　　ロク　　9Z7　　　シチ　　545　　　ハチ　　100i：　　キ牛ウ　722　　　　ジュウ　977
　　六　　　　　　　　七　　　　　　　　八　　　　　　　　九　ク　　5＆9　十
　　　6t．9　むっつ　　　i　f．4　’60．2　なな　　　　568　528　や）っ　　　5．4’『，5ij．　4　ζとto）　2β　　6ξL　7　とお・　　　f56

　　　　アク　　5Zl　　　　　・，　　　　　　ウン　　a3．　　　　・　　　　　　　エン　　100
　　悪　　　　　　雨あめ　伯0雲　　　　　円　エン　m9　園
　　t9．　8わるい．57・15丘8　　　　　　　　150　くも　　100　55・　5　　　　　　　　1ス1その　　11・1

　　　　　　．、ゴ、・　　　オンづ92　　カ　6z3ぶ　　　　　　　力　撫
　　王　オウ　　佃0　音　　　　　　　火，　　　　　　　何　なに　　佃0　花
　　54．1　　　　　　　158おと　　3＆55Z7ひ　　60．O　Z5　　　　　　55．0はな　　100

　　　　カ　　　40刀f　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カイ　　455　　　　ガイ　　6巳0
　　家　ク　　　6．7夏　なつ　　拍g会　カイ　199　海　　　　　’／外　ゲ　　19§
　　15．4的し　　100f5．　8　　、：：　　　　1g．1S　・　　、　　　．22．0うみ　1，86．4・　8．9そと　　8α0

　　　　ガク　　　96．7　　　　ゲツ　　　5～ヒ4　　　　カン　　5　O．0

藷抵、識9ζ卵，多だ1ξ11ヲ，ギ福登，キt卯

　　　　キュウ　　56．4　　　ギzaウ　　85．7　　　　　　　　　　　　　ギョク　1　7．6　　　　キン　　　9．5

　　休　　　　　　　牛　　　　　　　京　キ。ウ　10⑪　玉　　　　　　　金　コン　　1．8
　　158●み　ge．926．0うし　　59．320．5　　　　　　1Z　1だま　　8　8．2　56．9かね　1Z5

　　　　　と　　　　　846　　　　コ　　　　64．5　　　　　　　　　　　　　　　　　コウ　　　4．7　　　　　cuウ　　2Z8

　　戸　　　　　　　古　　　　　　　工　コゥ　佃0　口　くち　81A　光　ひかb　853
　　　1　5．0＊べ　　　　25．1　159．suai　　64．5　g．8　　　　　　　　　46．5　ぐち　　2e．9　1Z9　ひかる　11．1

　　　　　Ctウ　　　7　O．0　　　　コウ　　　51．7　　　　　　　　　　　　　　　　　コウ　　　f　6．7　　　　　ゴウ　　4Z9

　　行　いく　　1田高　　　　　　　校　コウ　100　考　　　　　　　合
　　　重～15　ゆぐ　　　　49．0　27．6　フそカ《！1　　　79．5　A5．4　　　　　　　　　　　　　5．bカKしizうミえ．る　100　　　＆9　あう　　　7t．4

　　　　　　　　　　　コク　　　722　　　　コク　　11．1　　　　　　　　　　　　　　　　コン　　4　2．9

　　号　ゴウ　　佃o国　　　　　　　黒　　　　　　　谷　たに　錫o　今
　　52．O　　　　　　　　f6．3くに　　　44．4　tz9　〈ろ　　100　16．5　　　　　　　　t1．4いま　　7＆6

　　　　サ　　　1a5　　　サク　　　100　　　サン　　　9．0　　　　シ　　　S3．3
　　左　　　　　　　　作　　　　　　　　山　ザン　　5．0　子　　　　　　　　糸　いと　　10fi
　　田5ひだb　92．6位6つくる　　9．｛74．8やま　　100　862こ　　9＆6　8．9

　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　一一46一



　　　シ　　　2　5．0　　　　シ　　　　9．1　　　　シ　　　50．8

；紙　　　　　　　思　　　　　　　死　　　　　　　字　ジ　　イ00　耳i一みみ　L10も

1’　S・°・み1・・98剛…9158－・・tn　ス71‘°　　　．2　5・・　　．S・ISt．

　　シa　8．6　　　　　　　　　　　　　　　シ＝ツ　4．8．9≡シュジilz6
，霊て1。塙・あき1°°・，鴛綱’°°2曙号藷幡，鵬細61

ズ6　”5女編；；小ジ8闇少｝’；こ　sg；㌫蒜；
1a6かく　5詔”41・5㌔　　5．14・47　ts　　la84Z2すくか6．1293㌔さ’i：sS1ら

　　　　ウ　12．5　　　　ショク　93．5　　　　シン　　5〔）．8　　　　シン　　944　　　　シン　　　2．4
上議・Ω食　　心　　編らVA　16．，森
44・7赫，．・1・4・61．4・6vk・〈li，55．51　5・0こころ8・4．61Z1㌔　　5．644・7　U　100

　　ジン　　1％　　　’スイ　　75．6　　　’セイ　　75．9　　　　セイ　　1　5．4　　　サイ　　11．1

詮遵9；・19，㍍、Z，2鴨鱈ll乱＿，樗遼lii

　　セイ　　　67　，　　セイ　　57．5　　　　セキ　　19．2　　　　セキ　　　6．8

声　　　　　　晴　　　　　　　石　　　　　　赤　　　　　　　切　きる　100
1　5・4　こえ　　100・＆9はれ　　’fOO　2　6・8いし　　100　50・4あか　・ll10σ　　8．9　　　　　　さ

　　　　　　　　　　セン　　92．5　　　　セン　　70．6　　　　かわ　　96．5　　　　ゼン　　50．0
雪　ゆき　　100　先　　　　　　　　千　　　　　　　　川　　　　・・t“ピ　前

5　°・1

　　　1　5・8さき…拠ち　・・5ラ67励　紳ス1就・7・5

組1〈み1°0口＿。σ尾ツウ．455ぼ，；ノウ元‘4、足ソク2　°8

1Z9・1くみ・・．5．9　1　0・6　　　　　　　122’〈さ’‘　：c’ウ0．9”1　5．0はしる　81．9：・i25．2あし　　100・

　　ソン　　　56　　　　タ　　　79．2　　　　ダイ　　5Zl　　　’・ダン　　2　O．0　　　　チ　　　6　50

村　　　　　　　　多　　　　　　　　大　　　　　　　　男　　　　　　　L知　しる　　5　5・o’

2Z6むらf・・195工・Z5659抽ぎ緬0？6・°辿ピ9加1：6・’i　’＊とも’5：0

　　チ　　　167　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チュウ　56．5

池　　　　　　　地　チ　　100　稚　チ　　100　竹　たけ　100　中
1Zlレψナ　　8＆9　1Z1　　　　　　　　　　4・9　　　　　　　　　1a6　　　　　　　　　70・7　なカ、　　658

　　チュウ　5＆9　　　チョウ　4Z6　　　チョウ　41．7　　　チョウ　11．1　　　チョウ　1　5．0

虫　　　　　　　　長　なが∧　81．0　町　　　　　　　　朝　　　　　　　　鳥
17・1むし　　85．3　1　9・5㌔ま　　　1　4．5　22・8まち　　8Z5　1Z9　あさ　　9　4．4　21．1　とり　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　－一　4．．」一三＿，



　　　　　　　　　テン　　100　．．，　た　　．80．9　　　　　　　　　　　　　ド　　92．9

鉄　でつ　　100　天　　　　　　　由1　　’”L一　　　電　デン　　10．Q　土

122　　　29・3＊あま　5・550・4．だ　，2551　1・4　　層・．4！5つちtt　55・7

　　　　トウ　　　727　　　　　トウ　　1〔1．O　　、．、　　トウ　　　12・5　　　　　ドウ　　61・5　1、　．ト◆ウ　・45B

、2¶，’㌶5：1、S。．，　．sw　］。。惑は1。嘘・ご…1’1蕊’みち・8、・

甕二誌：1曝顯塁li鷲1：：：：

　　　バ　　　　26，5　　　　バク　　15．0

馬・　　　　　　白　しろ　97．S－．i麦i，　1．むぎ　100　半　ハン　100　百　ヒャク　100

1・9．5うま　89．540・7し秘　2．56・5　　　　　8・9　　　　21・1

父ちぢ1。咽だ1481埠｛il文プン9　2’5聞プン5°’°

1　8．7　　　　　　2Z6かぜ・．1．100　203＊イタ　61．9　1　5・8モシ　154　8・1きく　5　O・O

lペイ、5．。　渠　瑞ニ　ボ　i　・b　ホ・・5．5　ホ・・5．・

1凝；麟1。幽麟’1；1Z⊇琉1－・・

蕊：ミ1磯閨㌶；ll　1嘉∵1：≦：》，

　　　モク　　1　0．7　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　2Z5　　　　　　　　　　　　　　　ユウ　　42・9

　目　　　　　　　門　モン　100　夜　よる　gng　夕　ゆう　1eo　友
52．5め　10・1・5．4　　　、t22よ　　9・り10・6　　　　Z5とも　iod

　　　ユウ　　12．5　　　　　　　　　　　　　ヨウ　　IOO　　　　くる　　87・5　　　　リキ　　2　50

幽右　ウ　　　4．2　用　ヨゥ　100　幼　　　　　　　来　き　　7　5・0　カ　リョク　1・2・5

26Sみぎ9・81’・・8　　　256媒か4・26・5こ　1　2・51　4・6　to68　1・5

　　　リツ　　2Z5　　　　リン　　9．1　　　　ワ　　　56・5

　立　　　　　林　　　　　話
106’ たつ　　72．7　256　はやし　100’t　5・4はなし　625．

　　　　　　　　　　　　　　　一一48－一．



4）どのような単語にciうて習得するか

　　特定幼児群がかたかな・漢字などに関して習得する過程には，いっぼうでは単独に文字を文

字として覚える事実は認められるものの・多くの文字は幼児をとbまく身辺事物を表わす記号

　としての役割を持つがゆえに・幼児に親近性のある魅力的なある単語ある文脈・ある話題と

　密接なかかわbを持つことは明白である。このことは・．漢字の音訓の読みにょ、リザまた．面接

調査における習得経路調査で確かめられた。さらにこのことを自由書きについて調べてみると

　次のようになる。・’‘’－○

第25図　　　　　　　　　　　　　　　　第26図
　　　かたかな使用語類型の割合　　　”　　　漢字の使用語類型の割合

　　　　／爾7地名溺　　　　　鑑の・

　　　　　　　　　　　その他の固有名詞
　　　　　　　　　　　　　2．7％

第25図はかたかな使用語類型を7類型に分け．それらの割合を示したものである。テレビ’

読物主人公の名前に使われたかたかなは全体の54％を占め・次いで和語・漢語をかたかなで

書いたものが全体の28％を占め．さらに普通外来語（外国語を含む）が19％を占めている。

　　それらの各類型に含まれるお・もな使用語には次の内容を含んでいる。

　　テレビ・読物主人公（被調査児の創作になる怪獣名を含む）

　　　ケムルジー．ゲスラ．ゴメス．ピーターパン．ゴジラ．マッハナメゴン・パーマン・アン

トラ．カネゴン．ウルトラマン．マグラo

　　普通外来語（外国語を含む）

　　　スピードアップ．ケーキ．パトカー．ピアノ．テレビ．サイン．チョコレート・タイル、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－49一



　　ボール．ボート，トランプ．ライオン，キリン．モ些モット．ロケットo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轄巳　　　　二ぷ右．’．！，㌧：t、　’tt

　国　　名

アメぴヵc．イギリス．チi｝　一．．フランス．ソピエtl　、ドイツ、スペイン．インドo

　地名・入名

　　マドリrド・，1．ロー一マ・パリ・青の里。

　その他固有名詞

12チヤンネ・ルギ中日ドラゴ、￥ズ・アルプスe

　なお・．和語”ue語を1類型にあげたのは・ウシ・エンピツ．トケイなど．本来かたかな以外

で表記すべき内容をかたかな書きにした内容を含めることにしたためである。

　以上・かたかな使用語について略述したが・漢字の使用語類型については26図の通力であ

る。幼児はかたかなをテレビ・漫画読み物の主人公やその他の登場人物の名前から覚え．まft．

漢字は固有名詞の語で覚えることは面接調査からも知ることができた。それに加えて．幼児は

それらの単語を紙面に書きつづって遊ぶという行為がかれらのかたかな文字の習得死有効忙働

いていることが自由書き調査からわかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－50・一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；が・：“ss’，1
　　　　　　　〈アンケート〉幼稚園における文字の扱6

1　目　　的

　　このアンケート調査◎目的は・①幼稚園における文字の扱いの実態を明らかにする。②

読み書き全国調査の結果と幼稚園における文字の扱いとの関係を明らかにする。

2　内容と構成

　　この調査は・全国調査でゼ調査園となった幼稚園を対象にしたアンケート調査である。そし

て内容は次の3部に分かれている。

ω幼稚園の文字壌境　　　　　　　　　　　　　　　．　　　，1．．

（2）保育にk・ける教師の文字提示

㈲幼児に対する文字の読み書きの指導

　（1）の「幼稚園の文字壌境」は．教室・園庭などにある諸施設に付した文字標識・掲示物など

を内容にした文字環境の調査であり・（2）の「保育における教師の文字提示」は日常の保育活動

に利用される板書事項を内容にした教師の文字提示の調査である。そして・（3）の「幼児に対す

る文字の読み書きの指導」は・名前の読み書きの指導のことや文字の質問に対する答え方．絵

本・ワークブックの利用など．直接に文字指導に結びついた内容の調査である。

3調査園
　アンケートの対象になった調査園は・「就学前児童の言語能力に関する全国調査」（第1年

次）において抽出された122園である。ただし．回収された有効数は115園であったe

回収率115／1　22　＝＝　9　4．5％

　なk・・Il5園の中には・4才児クラスをもつ80園が含まれている。
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4　調査期欝昭和42年tq，月メ　　　　　　　　ド　　幽㌦∵－

5　文字の扱いの実態

　1　幼稚園内の文字環境

　　1．文字で表示してあるものは

　　　。幼児たちの師屋．職員室便所遊ぎ室の類の名まえ　　　　　　　　　　（ラ6．　’5％）

　　　・握解輪舳ee示しit　9　S：65　〈D（幼児編をのぞく）の蛎舞パ、卿％）

　　　畷庭・麺嚇あ醐木・径齢輪靭名設　　　　　．（5溺）
　　　。無　　答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　（11．5％）

　　乙　」二記の文字表示のしかたは

　　　唱則としてひらがなで示してある・　　　　t（・2・・％）°無答（1・°％）

　　　Oカタカナで書くべきものはカタカナで示してある。　　（億7％）

　　　°漢字で示してあることもある。　　　　　　　　　　（ろ　0．4％）

　　5・教室内に．あ・い゜う・え・ts（絵入bを含む）の一覧表は

　　　oはってあるo　　（19．1％）

　　　oはってない。　　（8e．9％）

　　　。無　　答　　　　（　α9％）

　　4．　教室内に幼児名を誕生月ごとに分けて書いたお誕生表は

　　　・は・てある・　　（86・’％）　　　　　　　　　　＿；i，、’　　t－’t

　　　。はってない。　　　（f　5．9）

　　　°無答　ばα9％）
　　5．園内で．各幼児名が表示してあるものは

　　　。靴箱（抱4％）　。帽子かけ（7抽％）　。幼児の製作展示物（66・7％）

　　　・瓢ぐ湖・け（5α7％）。㍉カー（4・1．2％）’

　　　。その他の具体例（493％）

　　　　（°鯉醐噛゜道髄唯噸一クレヨン”）サミ’舳画帳）

　　　　　伯園など

　　6．その他・幼稚園内の文字壌境のうち・文字や語の形でなく・文や文章の形で呈示してあ

　　　るものにはどんなものがありますか。

　　　。具体例（5i．5％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－52一



　　　　o約束や注意事項　　25園

　　　　　　しずかにあるきましょう。こんしゅうのおやくそく。みずをっかわないこと。

　　　　　　こわれているのでつかえません。あしたもってくるもの。

　　　℃幼児向けニュースや新聞　　11園

　　　　。ポスター∵標語　　　　　　8園

　　　　。歌詞や祈bのことば　　　　5園

H　保育における教師の文字呈示

　1．教師がきまって板書しておくことは

　　o原則として板書しない。　　　　（56．5％）

　　°きま・て峠髄こくがあ○（6°・°％）i

　　o無　　　答　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　5．5％）

　　板書の内容は

　　　。毎日の月日（6　O．0％）　。毎日の曜日（5　4．8％）　。当番者名（3　6．5％）

　　　。お休みの人の名まえ（22．6％）　。注意事項（2ZO％）

　　　°その他の具体例（25．2％）　　　　　　　　　　　　　　　　、4t

　　　　〔歌詞　イ1園毎日の天候　4園・毎日の連絡事項　4園など〕　　　一

　　＊各項目とも実施時期は1学期よb。ただし’〈注意事項〉の板書のみ2学期より開始

　　　する園が多い。

2．板書以外κ力ニド等で示しておくことがあったら・具体的にお示しくださb。

　　。具体例（65．2％）

　　　　。当番者名（表）　66園．。月日　20園．。その月の誕生者名　11園
　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　　。曜日　9園　　。約束や注意事項　5園．。天候　5園　など。

　5．保育のとき・必要に応じて童話の題名．遊びの名まえなど文字で呈示することは・

　　。原則としてしないことにしている。（4ZO％）

　　。文字で呈示することがある。　　　（55．0％）

　　。無　　答　　　　　　　　　　　　（　o．　9％）

　　文字呈示の内容は

　　　　。話す童話の題名　15園　　。歌詞の中のことば　9園・　。ことば遊び　7園
　　　〔　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　　　。話し合いに出た動植物の名まえ・　。劇遊びの配役名　4園など。

　　　＊各項目とも約5割の園が1学期より呈示し・4割の園は2学期よb呈示している。
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　4その他・保育中に・教師が文字や単語の彩でなく・文や文章の形で呈示することがあ力

　　ましたら・具体的にお示しください。

　　o具体例　　（56．5％）

　　　　e歌詞　t6園・　O伝言メモーがウこづの●にわにいます。ほけんしつに栖ます。
　　　〔・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　〕
　　　　4風　　。幼児のつくった詩（ことば）やお話　5園　など。

　　　＊各項目とも約5割の圃が1学mei　．b呈示し・5割の園は2学期よ力呈示している。

田　幼児に対する文字の読み・書きの扱い　　　　　　　　　・∵，

　1．幼児の製作物については

　　゜幼児名は書かせないことにしている。C＆7％）

　　。幼児名の書ける子には書かせてhる。（5？．4％）

　　。原則として・幼児名を書かせ・書けない子には教師が書いてあげている。．（522％）

　　o無　　　答　　（t，7％）

　　　＊各学期ごとの該当項目をたずねているためK・％の合計はかならずしも199％には

　　　　ならない。以下同じ。

　2．幼児からの．文字の質問については

　　Oかるく答えてあげる程度にしている。・／t（6　5．’2％）

　　。ていねいに教えて・他の文字にも注意を向けるようにしている。　（5　0，4％）

　　。無　　答　（4．5％）

　　　＊〈かる〈答える〉は1学期・〈ていねいに教える〉は2～3学期が多Pt。

5．幼児が絵本を読んだb・何かを書いているときの誤りに気づいたどきは．　／L・，

　　°特別κは注意しないことにしている。　　　　．（21．4％）

　　。読みの場合だけ．注意することにしでいる。　（鋼．5，％・）・　　1三1…

　　。読み・書きともに．そのつど注意している。　（65．5％）．一・∴バ・．

　　。無　　答　　　　　　　　　　　’　　　（55％〉パ・

　4．あ・い・う・え・お・　50音表については・

　　。使vていない。　　　　　　　　　’　　　（81．7％）

　　o読ませている。　　　　　　　　　　　　　（44％）

い◎読養せたが書かせたりしている。　　　　　（9．6％）

　　。無　答，　’‘㌧　　9　　　　　　（4．4％）

　　　＊使用時期は大部分が2～5学期よりはじまるb・・；・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－54一



　5．文字指導のためのワーク・ブックについては．

　　o使わないo　　　（7＆3％）　　o無　　答　　　（1．7％）tt’≒　’　tt　川：　－N：”［’Hl＞1　　い

　　。使うてhる。　（2・卯％）　　・・一

　　　＊使甫時期は夫部分が2～5学期よ．bはじまる。　　　　　　　　　、1

　6．友だち6名を板書して読ませることは．　　　　　　　　　　・

　　。していない。　（81．7％）　　。無　　答　　　（5．5％）　　　　　　・・　ll

　　oしている。”　　（14．　8％）

　Z　その他の保育活動古幼児に組織的に文字を読ませたり・書かせた．bして巳るζとがあb

　　ましたら．具体的にお示しください。　　　　　　　　　　　　・’　・lit　　　・：・、

　　。具体例’〈2・5．2％）　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　o郵便ごっこをして手紙の読み書きをさせる　　10園

　　　　．。ル。をつ、。磯。せる㍉「　　4園　　幽諏

　　　　。絵本をい2せやに見せる　．　　　　　　　　4園

。ことばあそび．あいうえお．かずあそびの本を使わせる　4園

　　　　。ひらがなを書く練習をさせる　　，　　　　　4園

　　　　。毛筆習字．文字合わせをさせる　，　　　　各t園など

N　幼児に対する筆順の扱いについて．k“たずねします。

　。原則として．筆順の注意はしないことにしている。　　　　　　　（3　4．8％）

°名就鮒は正し峰順で書けるようにしている。　　　　（365％）“治

　。まちがいやすい筆順はみんなに分からせている。　　　　　　　（11．3％）

・い・せhva・手控書などして繊させ・・÷鱒・・　　（闇の

・無　答　　　　　　　　・　　　　　　　（4．　4％）　　　1

　　＊筆順の扱いをする園の大部分は．2～5学期よbはじめている。
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6　文字の扱いの程度と読みの水準

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　　　　表中の％は読みの水準がE水準以上の割合を示す・

　　文字の扱いを文字環境．文字提示読み書き指導とに分け・各幼稚園を上・㎏・下の5段階

　に分け．そこに就園する被調査児のE水準（読みの水準）以上の割合を示したのが上表である。

　　これによると・文字環境と4才児の読みの水準がE水準以上の劃合とは・単調増減の傾向を

示すが，他にはその傾向がみられない。すなわち・現在の段階でぱ幼稚園における文字の扱

　いの程度と幼児の読みの水準とは文字環境（4才）のほかは直接の関係がみられ在い。

7　文字の扱いと年令及び地域の差

　　　　　（4才）　　　　　　　　　　　　（5才）

　

　

　

　

　　（注）層群にっいて；　全国調査における各層が単独では園数が少なすぎるkめ・f　＝＝（f

　　　　～3）．ff　＝（4～6）．田（7）の3層群に分けた。

　　これによれば、’傾向的に・4才児クラスよb5才児クラスの方が文字提示や読み書き指導に

　tsv“て積極的である。特にn層・m層間の読み書き指導には4才と5才の間に有意な差がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－56’r



すなわち・都市の5才児は4才児にくらぺて文字の読み書き指導が積極的である。

　な塩文字の扱いのうち・文字の提示および幼児に対する読み書きの指導で・年令差．地域

差が確認されたk・もなことは．次の諸点である。

①　5才児クラスでは・4才児クラスよbも「ts休みの人の名前や注意事項」をよぐ板書する。

　また．「文字の質問」にはていねいに答えて・他の文字にも注意を向けるようにする。

②都市の5才児クラスでは・4才児クラスよb「文や文章の提示」をよくする。また・「ワ

一 クブック」をよく使うo

③郡部幼稚園の4才児クラスでtt’都市の4才児クラスよbも「五＋音表やワークブック」

　をよく利用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一57一



　　　　　　　　　　　　　目　　　次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ページ

調査の概要　＿．……・・一一・’一一・…・’一…一一…一・・…・…1

調査1　読み・書き水準調査一…・一……・一・…一・…・…・一・…一＿．．．．5

　　1．目　的　　一一・……・　一一　・一・・・……・’・…－5

　　2調査方法　　，・・一…　一…・……・’・一一一・’・……　5

　　5　家庭・幼稚園に対するアンケート調査…　　一一　一一1’　4

　　4．再テスト・補充テスト＿＿…＿＿，＿＿＿＿．t－t－．Lttt・4

　　5．データの集計と計算・一・…・…　　…一・……一…一一・…・・5

　　6．調査園・調査員一・………一一一一・…・・一…t　・：・　・　・t・一　一・　　　5

　　7．結　果　一・…　・一　・…　　一・・…　’一　’”　9

　　　（1）読みの水準

　　　②幼児のかな文字の読み・書きの習得状況

　　　（3）幼児のかな文字習得を条件づけている諸要因とその機制

　　　（4）この期の幼児の文字活動の特徴

調査ll　特定幼児の文字調査　＿＿＿．．＿＿　・　　一・－t・tt・－　35

　　　1．目　的＿．＿・…　　一　．　一・－　　　　55
　　　2．調査方法一一・…一一・＿．一一…　tt－tt・　　ttt　　35

　　　5特定幼児群．＿一．…．一……・・…・一　・…　　一一　…　・　’　58

　　　4．結　果　一＿．．、，…．＿＿一．一……　P7－…一・1・…………－　59

〈アンケート〉幼稚園における文字の扱い　…　ttt・r－……・・’tJ－一一t－　51


